
信州大学教育学部附属教育実践総合センター紀要『教育実践研究』No．62005

〈論文〉

　　　　　　　　　中学校における校内LANを活用した

　　　　生徒理解支援データベースシステムの啓発と試験的運用

　　　一指導要録における「生徒の行動状況」の観察に焦点を当てて一

宮川洋一　信州大学教育学部附属長野中学校

森山潤　兵庫教育大学大学院学校教育研究科

　　　　　　　　　Developing　A　Network　Database　System

　　　　for Grasping　Students’School　Lifb　at　Junior　High　Schoo1

－Focusing　on　Observation　for　Record　of　Behavior　in　Cumulative　Guidance　Record一

　　MIYAGAWA　Youichl：A杖ached　Nagano　Junior　High　school，　Shinshu　University

MORIYAMA　Jun：Graduate　School　of　Education，　Hyogo　Ulliverslty　of　Teacher　Educatlon

　　The　network　database　system　nalned”Seito　Plus！「’was　developed　in　order　to　u1、derstand

the　students’schooi　lifb・This　database嘩ilized　the　loca豆area　network　in　the　junior　high

school．　Teachers　can　register　and　share　the　infk）rmation　of　student　behaviors　based　o畢the

categories　that　were　defined　in”Record　of　Behavior”of　the　cumulative　guidance　record　by

using　this　system．　As　a　result　of　test－use　fbr　slx　weeks，257しmits　of　data　were　registered　by

12　teachers，22．7％of　the　data　registered　was　in　category　D：1’sense　of　respollsibilitジ．

However，　data　elltered　fbr　category　G：”respect　of　llf6　and　protection　of　nature“were　only

O，4％．These　results　suggested　that　there　were　diffbrences　in　teachers1　purposes　fbr

observation　and　that　teachers　could　llot　o111y　share　infbnnation　on　studellts　behaviors　but　also

reflect　their　on　own　purposes　fbr　making　observation　by　using　this　system．

【キーワード】　LAN　指導要録　生徒の行動状況　行動の記録　データベース

1．はじめに

　学校教育法施行規則において作成が義務づけられている指導要録には，記載事項と

して「行動の記録」があり，観点として10項目が掲げられている（以下「行動の記

録」と記す）．この評価を十分行うためには，10項目に関連した生徒の行動状況の実

態把握が必要となる．このような生徒の実態把握は，観察した行動等の事実認知に基

づきこれらを統合し，洞察することにより得られるため，担任は受け持ち生徒の行動

状況について，常に事実を把握している必要がある．しかし，教科担任制である中学
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校では，担任している生徒の行動すべてを一人の教師が把握することは難しい．その

ために，職員室に記録用のノートを置いたり，職員室の共同利用しているコンピュー

タで市販されているデータベースソフトを利用したりして，生徒の行動を登録し共有

する実践を行っている学校がある．また，職員朝会や終礼を毎日学年ごとに設け，教

師間のコミュニケーションを多く取ることにより，それぞれの生徒の様子を把握する

取り組みがよく行われている．しかし，ノートに記入する方法や共同のコンピュータ

利用の場合は，登録する場所が一カ所であったり，設置してある場所が職員室であっ

たりすることから，登録が思うように成されないことが問題として挙げられる．また，

朝会や終礼を毎日位置づける場合，分刻みの日課である中学校では，扱う内容は全員

が把握する必要がある事項に制約されることが多く，「行動の記録」に示されている

ような細かい状況を報告し合う時間を位置づけることは難しい．このようなことから，

例えば，エドウェル社のEDUCOM　YOUシステムのように，場所・時間の制約がな

い校内LANを活用し，教師の各端末から生徒の行動状況を登録し，閲覧することの

できる専用システムも開発されている、

　岡本（1990）によれば，コンピュータを学習履歴の管理に活用する大規模CMIシス

テムの代表的な研究・実践は，岐阜大学，京都教育大学，東京学芸大学において行わ

れてきた．しかし，近年，学校を単位とするような小規模ネットワークが普及したこ

とにより，教師が小規模システムを活用して生徒の学習指導や学習管理に活用する研

究が多数報告されている，例えば，最近では塚本，赤堀（2003）が学習者レスポンスを

データベースとして構築し，これらの分析結果をもとにして大学の授業における授業

改善を行うことができたことを報告している．また，馬揚，田中（2001）は高等学校

において校内LANを構築し，これを活用した成績集計システムを開発し，校務処理

において作業労力が軽減され，作業時間が短縮された実践を報告している。玉置

（2003）らは，先に述べたEDUCOM　YOUシステムを活用した生徒の評価情報の共有

に関する実践報告を行っている．ここでは，主に担任のみが記入していた通知表に視

点を当て，多くの教師からのコメントを文書にして直接生徒や保護者に渡す実践を行

い，その効果や問題点を明確にしている．

　しかし，生徒の行動状況を記録して共有するシステムを活用し，「行動の記録」に

着目して具体的な運用結果を含めた実践研究の報告については，これまでのところみ

あたらない．そこで本研究では，「行動の記録」に示されている10項目を観点として，

生徒の行動状況を共有することができるデータベースシステムを開発する，そして，

開発したシステムの試験運用を行い，登録されたデータを分析することにより，「行

動の記録」を観点として，生徒の行動状況の実態を把握する教師の傾向性を明らかに

することにした．その上で，本格運用に向けてシステム活用に関する留意事項を検討

することにした．
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2．データベースシステムの開発条件・環境

2．1　開発条件

　予算の問題，私用コンピュータを業務に利用している教師が多い現状から，市販の

データベース等のソフトウェアを活用する方法ではなく，アプリケーション開発ツー

ルを利用してデータベースシステムを以下のような条件で開発した．

・指導要録への評価に生かすため，登録する行動のカテゴリーを「行動の記録」に示

されている項目とし，指導と評価の一体化を図るようにする。

・利用にあたり，著作権が問題となるようなソフトウェアは用いないようにする．

・入力・出力操作が簡単に行えるユーザインターフェースとする．

・多くの教師が多数の生徒の行動を入力しやすくするため，生徒一人に対する入力項

目は　必要最小限にする．

・一 l一人の生徒に対するデータを閲覧・印刷できるようにする．

・必要に応じてコンピュータでデータ処理ができるように，多くの教師が所有してい

るソ　フトウェア用にデータをエクスポートできるようにする．

2．2　開発環境・言語及び対応OS

　2．1に示したような条件をもとに，表1のような開発環境及び言語にてデータベー

スシステムを開発した．

　　　　　　　　　　　　　　表1　開発環境及び言語

開　発　環　境 開　発　言　語 対　応　O　S

Microsoft　Visual　Studio．NET Microsof辻Visual　C＃ MSWindows98，2000，XP

　クライアントでは，ソフトウェアを常時立ち上げておくため，システムリソースの

無駄な消費を押さえることが必要である。このようなことから，開発ではADO．NET

を利用することにした．ADO．NETは，　Mircoso位，NET　Frameworkに組み込まれている

ライブラリ群であり，．NETアプリケーションのさまざまなデータストアとのデータ

のやり取りを扱うことができる（D．Sceppa　2002）．そして，’データセットというコン

ポーネントを利用することでデータベースへ常時接続している必要がなく，必要なと

きに必要な時間だけ接続するため，システムリソースの無駄を省き，アプリケーショ

ンのパフォーマンスも向上する（谷尻　2002）．

　また，ADO．NETを利用するとリレーショナルデータベースめほかに，表計算アプ

リケーションやテキストデータなど，あらゆる種類のデータに同じ手法でアクセスす

ることができる．本研究では，多くの教師が成績処理にてMlrcos面Excelを活用して

いることから，エクスポートが容易にできるMircos祓Access2000形式のデータベー

スを利用することにした．こうすることで，市販されているMircoso負Accessを使用

してもデータ処理が可能となり，蓄積されたデータを利用する方法の柔軟性を増すこ

とになる．

　上記に開発したデータベースシステムを「生徒Plus！」と名づけた．
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3．データベースシステム「生徒PIus！」の機能

3．1ネットワークシステム

　本システムは，その活用を通して，生徒の実態把握に生かすことが目的であるため，

システムは中学校で実現できる簡単な構成にする必要がある．中学校における職員用

ネットワークの多くは，サーバ・

クライアン防式，またはピア0 @□　　W血d・w・2…挽w・・
ッー・ピア方式によるファイル・　　　　　＿

プリンタ共有を基本として構成し

ている．　　　　　　□
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Microso丘
　そこで，本システムはファイル　　　聰

サーバにデータベースを置き，各

研究室からそのデータベースヘア

クセスできるような簡単なシステ

ムとした．図1にネシトワークシ

ステムの概要を示す．

3．2

□
　幽

Access2㎜形式

ファイルサーバ

図1　ネットワークシステムの構成

　　各機能のインターフェイスと操作方法

　2．1の開発条件で述べたとおり，本システムでは，入力・出力操作が簡単に行える

ユーザインターフェースを実現した，図2は，「生徒Plus！」のメイン画面である．基

本的にすべての操作は，このメイン画面上で行うことができる．実装した各機能と操

作方法は次の通りである，

（1）行動の登録

　生徒の行動を登録する場合は，次の項目を登録する．

［コ「生徒名」

　学年，組，番号を選択すること

により自動的に表示される．

［コ　　「そ了勇力（フ）言己金乗」

　行動の様子をテキストにて記述

する．

□「評価観点の入力」

　「行動の記録」に示されている

項目と「その他」から選択する，

項目の詳細は後述．

□「登録月日」

　通常は，立ち上げた月日が自動

的に表示される．

□「記入職員」　　　　　　　　　　　．図2　「生徒Plus！」のメイン画面
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　テキストにて各自の氏名を入力する．

（2）全員または指定した生徒の情報閲覧・印刷

　登録された情報を閲覧して利用するには，次の二つの方法がある．一つ目は，登録

されている全情報を表示する方法であり，二つ目は，指定した生徒に関する情報を表

示する方法である．

　図3は，指定生徒の情報を表示した画面例である．なお，図中では，生徒の個人情

報に配慮し，登録数の少ない生徒の画面を選択し，生徒氏名，記入者氏名等を消去し

てある．

　この画面では，A4サイズの用紙に印刷することができるほか，キーワード検索や

データのエクスポートを行うことができる．エクスポートできる形式は，Adobe

Acrobat，　Mircoso仕Excel，　Mircoso丘Word，リッチテキストの各形式である．
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　　　　　　　　　　図3　指定した生徒の閲覧・印刷画面例

（3）登録数の確認

　学級名簿を選択すると指定した学級の名簿一覧が表示される、ここでは，各生徒に

対する現在登録されている情報数が示される．また，生徒を選択する際には，学年，

組，番号を指定することになるので，これらの情報を確認する際に，利用することが

できる．

4．試験運用における登録データの分析

4．1試験運用の手続き

　本システムを用いて，N中学校（生徒数703名）に勤務する職員12名により6週間

に登録されたデータを収集した．本システムの運用にあたり，その意義を職員会にて

次のように確認した．

□生徒の指導要録へ記載する「行動の記録」の評伽補助簿として利用できるようなも

のにする．

□「生徒Plus！」を利用して登録する情報は，生徒の良いところを中心に行動の事実
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を記録する，

□担任は，その情報に基づき，適時に生徒を賞賛し，生徒指導に生かすようにする．

□保護者との三者懇談では，事実に基づいた話ができるように「生徒Plus！」に登録

された情報を活用できるようにする．

　さらに，使用方法についてはマニュアルを作成して配布し，操作上のトラブルに関

しては，適宜アドバイスをするようにレた．なお，登録内容についてのコメントは，

一切しないことにした．

　登録する行動の記録のカテゴリーは，指導要録における「行動の記録」の項目とし，

評価する行動の状況については，表2のようにすることを職員間で共通理解した．な

お，カテゴリー分けをすることで，教師が登録することに対して抵抗感をもち，登録

意欲が減退してしまうことを避けるために，「その他」の項目を独自に設けることに

した．

　　　　　　　表21カテゴリーと中学較における評価する行動：刎だ兄（布付2002）

カテゴリー 中学椀こおける門川する行動の㈹兄

A：基本的二二習慣 自他彼全祖義をヰ心とした二度と二三［ある生活をしている状況

B：健康・体；聯止 健康の保持増進と体力刺ζ努めている状況

C：自主・自立

自己主張二二自二二工まなく，自分で考え二二二二し自制心を1半って自立的こ1上す

驍ﾆともに自分鋼繍こついて真鐡こ考えより高い目標をもって言十画を立銑鹸強く努

ﾍしn・る状況

D：責任感 自門賠崎自覚し誠燕コ偽し自分の行為のもたらした結魁こづレ燗壬をとろうとし

ﾄいる状況

E：創膏工夫 探究Lをもって新しい考え紡法を取り入れたり見いだしたりして自らの二二を生かした

p生活を工夫しη、る状況

F：層いやり・協力

層いやりと二巴）Lをもちだれとでも仲よく思置し合い瓜、Lをもって自分と異なる

ﾓ見や立場を尊重しなから，カを合偲三士生活の向上に努めよりよく生きようとして

｢翻；概

G：生命尊重・自然震護 程極惣こ自然を嚢護し，自他の生命を尊重することを主体的に行っている状況

H：勤労・奉仕 それぞれ7）職業町鳶こづレVGEしレ涯臨平し，自ら進勺で学事や奉輯毒動をしてし喝状1兄

1：公正・公平 公正や公平について白干野獣断ができ，公正な一変で差別をしたり偏見をもったりせ甫こ

・R増し0・る状況

J：公共L・・公徳L・ きまりの意翻璽解してみんなで守るように努め，公徳を大切にするとともに我が国の文

ｻや伝統をグ＠ヱこして国蜘勺な糖予豹・ら公共のために役立つことを進んで1テっている状呪

4．2　試験運用の結果

（Dカテゴリー別登録状況

　6週間の試験運用の結果，登録されたデータは計257件であった（誤操作による重
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複登録を除く）．そのうち，88件（34％）がギその他」として登録されていた．そこで，

この88件のデータを分析したところ，82件については設定してあるカテゴリーに分

類されると判断できたことから，該当項目ヘカウントした．6件については，教科学

習の内容に対する生徒の状況が記述されており分析データから除いた．また，各教師

が登録した行動の状況とカテゴリーについての整合性をチェックしたところ，カテゴ

リーを変更する必要があるデータは存在しなかった．なお，ソフトウェアの操作に関

する質問はまったくなかった．図4は，登録されたデータの一部を，一覧表の表示モ

ードにて示した例である．
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図4　登録されたデータの一部　（生徒の氏名は消去してある）
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図5　カテゴリー別登録の状況
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　カテゴリー別登録の状況を図5に示す．最も多く登録されたデータのカテゴリーは，

「D：責任感」であり，全体の22．7％を占めている．続いて，「A：基本的な生活習

慣」の19．1％，rC：自主・自立」の16．3％となった．逆に登録されたデータのカテ

ゴリーで最も少なかったのは，「G：生命尊重・自然愛護」であり，全体の0．4％であ

った．続いて，rBl健康・体力の向上」のし6％であった．

（2）登録データの観点別内訳

　登録数の多かったカテゴリー「D：責任感」と「A：基本的な生活習慣」について，

表2の「行動の状況」を細分し，登録されているデータの分析を行った．それぞれの

「行動の状況」は，布村（2002）らの解説に従い、次のように細分化した．

□基本的な生活習慣（3観点）

　観点1：自他の安全

　観点2：礼儀を中心とした節度

　観点3：調和ある生活’

□責任感（2観点）

　観点1：自分の役割を自覚した誠実な行為

　観点2：自分の行為のもたらした結果についての引責行為

周隅言
口

29

安金

炉
潤
鎮

67％

引黄

12％

驚

図6　「A：基本的な生活習慣」の観点別内訳 図7　「D：責任感」の観点別内訳

　まず図6に，カテゴリーギA：基本的な生活習慣」として登録されたデータの観点

別内訳を示す．カテゴリー「A：基本的な生活習慣」に登録されたデータの中で，最

も多い観点は「あいさつ」．などに代表される「礼儀を中心とした節度ある生活」（図

6の凡例では「礼節」ど表記）が全体の67％を占めた．続いて，時聞厳守や身だしな

みなどに代表される「調和のある生活」（同「調和」と表記）が29％であった．しか

し，「自他の安全」（同「安全」と表記）に関しては，4％と割合が極端に低下しお．

　次に，図7に，カテゴリー「D：責任感」として登録されたデータの観点別内訳を
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示す．カテゴリー「D：責任感」に登録されたデータの中で，「自分の役割を自覚し

た誠実な行為」（図7の凡例では「誠実］と表記）が88％であ5り，「自分の行為のもた

らした結果についての引責行為」（同「引責」と表記）についての登録を大きく上回

った．

4．3　考察

　以上の結果から，平成13年改訂指導要録における「行動の記録」に示されている

カテゴリーに照らし合わせ，教師が日常生活において生徒を把握する事象に着目する

と，登録データのカテゴリーに偏りがあることが明らかとなった．すなわち，学級担

任をしていない生徒の行動状況を捉えようとする’と，基本的な生活習慣，自主・自立，

責任感については比較的把握しやすく，健康・体力の向上，生命尊重・自然愛護につ

いては比較的把握しにくい傾向が示唆された．

　健康・体力の向上に示されている「健康の保持増進と体力の向上に努めている状

況」は，学級担任以外の教師が通常の学校生活において日．常的に観察できることは少

ない．むしろ，特別活動や保健体育，課外活動において観察できる行動状況であるこ

とから，登録数が少なかったと考えられる．生命尊重・自然愛護に示されている「積

極的に自然を愛護し，自他の生命を尊重することを主体的に行っている状況」も同様

に，道徳の時間や行事，総合的な学習の時間などで把握しやすい行動状況であること

から，今回はほとんど登録がされなかったと考えられる．これらの観点については，

行動観察の場面を特別活動や課外活動，道徳の時間や行事，総合的な学習の時間など

にまで広げることが必要であると考えられる．

　一方，比較的観察しやすく，登録データの多かった基本的な生活習慣，責任感等の

カテゴリーに対する観点別内訳の分析でも，日常的な行動観察では把握される事例に

偏りが見られた，このような生徒の行動状況に対する教師の観察時の視点の偏りは，

これまでも学校現場において従前から指摘されてきた問題である．その意味では，本

システムのようなデータベース利用の有無に関わらず，担任がより細かく生徒の行動

状況を把握し，洞察へと結びつけていくことが重要であることは言うまでもない，こ

のような実態に対する本システムの意義は，単に情報の共有を利便化することだけで

なく，行動観察時に生じる観点の偏りを教師自身が的確にリフレクトできるデータを

提供できる点にあると考えることができる．例えば，本システムに登録されたデータ

を資料に教師が定期的なミーティングを行い，観点の偏りを是正する方向での行動観

察を強化することによって，生徒の行動状況を体系的に把握することが重要であると

考えられる，また，把握しづらい観点を取り上げて，表2に示されている状況をさら

に具体化した観点や行動事例を作成し，教師が互いに共通理解していくことが重要で

あると思われる．
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5．まとめと今後の課題

　本研究では，校内LANを活用して，生徒の行動状況を共有するデータベースシス

テムを開発し，試験運用を通して生徒の実態を把握する教師の傾向性を検討した．そ

の結果，開発した「生徒PIしls！」の活用方法と生徒の実態把握に関して，次のことが

示唆された．

　D使用した教員から，操作上の問い合わせが一件もなかったことから，開発した

　　　「生徒Plus！」の操作は容易であり，教育現場レベルの校内LANを活用し，生

　　徒の行動状況の共有化に活用できる見通しを得ることができた．

　2）誤操作により，同一内容を複数回登録してしまうケースが見られたことから，

　　このようなケースの場合のエラー処理を追加することや，登録者が削除できる

　　機能の追加など，本システムの実用運用に向けた改善点を把握することができ

　　た．

　3）登録されたデータには，観点間・観点内に偏り生じており，把握しやすい行動

　　の状況と把握しにくい行動の状況があることが明らかとなった．そのため，本

　　システムを用いて教師自身が自らの観察視点の偏りを振り返り，より具体化し

　　た観点や行動事例を作成し，教師が互いに共通理解することが重要であると示

　　唆された，

　今後は，本システムの試験運用で得られた結果に基づいて，三者懇談会や指導要録

への評価等の実務に本システムを生かすことができるように，システムの改善と運用

を目指したいと考えている．
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